












Sγnthesis of polymer consisting of disulfide bonds in the main chain 



















































ジチオールCBUDT)の電解反応の主生成物は安定な 6員環構造の 1，2 ジチアンCDわであることを明ら
かにしている。また、 DTの生成収率が反応電圧の制御で著しく k昇することと、サイクリックボルタムメ
トリー測定における酸化電流が以応挙動の違いを反映して、 DEDTでは著しく減少するがBUDTでは僅か
な減少のみであることも確かめている。最後に、結論では1章から 5章までの結果がまとめられている。
このように、本研究ではα ωーアルカンジチオールの電解重合の特徴を明らかにしジスルフィドポリマー
の牛.成法を確立しており、泌用化学、特に高分-f化学の発展に寄勺・するところが大きいと判断できる。よっ
て、本論文の著ー者は博士 Cl.学)の学位を授与される資栴があるものと認める。
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